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学校名 学級数 児童生徒数

三次市立布野小学校 6 51

三次市立布野中学校 4 25

連携地域を構成する学校 ※令和4年2月1日現在
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SWOT分析より判明した弱み[ 昨年度 ]

〇小規模による人間関係の固定化
・相手が察してくれるため，表現力が十分育っていない。
・自分に自信が持てず，受け身である。

〇人口減少，少子高齢化による異年齢とのコミュニケーション機会の不足
・礼儀正しい挨拶ができていない。
・知らない人に積極的に話しかけることができない。

〇学習態度
・自ら目的をもって学ぼうとする意欲が低い。
・授業準備ができていない(授業開始時に準備が完了していない。忘れ物がある)。
・課題提出の期日が守れていない。
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布野中学校区小中一貫教育目標

確かな学力をもち，夢や志に向けて能動的に
活動するたくましい児童生徒の育成
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SWOT分析より判明した弱み
〇小規模による人間関係の固定化
〇人口減少，少子高齢化による異年齢とのコミュニケーション機会の不足
〇学習態度
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研究テーマ

対話を通して主体的な学びを深める授業の在り方

－総合的な学習の時間における
評価の在り方に関する研究を通して－
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（1）研究テーマ及び研究のねらい

SWOT分析より判明した弱み
〇小規模による人間関係の固定化
〇人口減少，少子高齢化による異年齢との
コミュニケーション機会の不足

〇学習態度

布野中学校区小中一貫教育目標

確かな学力をもち，夢や志に向けて能動的に
活動するたくましい児童生徒の育成
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（2）資質・能力の設定について

布野中学校区が育成を目指す資質・能力

〇コミュニケーション能力
・伝える力 → 相手の伝えたいことを聞いたり，習得してい

る知識をもとにした自分の考えを伝える力。
・学びの広がり → 自分と他者の意見をつなげて考えたり，お互

いの意見を調整したりすることができる力。

〇主体性
〇自らへの自信

重点課題は主体性。
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（2）資質・能力の設定について

布野中学校区が育成を目指す資質・能力

〇コミュニケーション能力
・伝える力
・学びの広がり

〇主体性
〇自らへの自信

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

学びに向かう力，人間性等

育成を目指す資質・能力
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（2）資質・能力の設定について

布野中学校区が育成を目指す資質・能力

〇コミュニケーション能力
・伝える力
・学びの広がり

〇主体性
〇自らへの自信

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

観点別学習状況の評価や評定に
はなじまず，個人内評価を通じ
て見取る部分

観点別学習状況の評価
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（3）取組について【探究的な学習の充実に向けての取組】

これまで行ってきた総合的な学習の時間の内容

〇成果
・小・中学校で連携して系統的な学習を行っている。
・小・中学校全校で短歌づくりを行っており，小学校４年生
と中学生で短歌交流会を開催し，一緒に短歌づくりを行う
取組も実施した。

PBLの視点から分析

系統的な学習 地域教材



〇課題

・教師が設定した課題に取り組むことが多い。

→生じた疑問や新たな発想を探究したり，次に繋げたり
する学習展開があまりできていない。

・学習内容が資質・能力と結びついていない部分がある。
・評価規準が適切なものになっているか検証できていない。
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（3）取組について【探究的な学習の充実に向けての取組】

生徒による学習の計画・修正 資質・能力との関連 評価方法



研究仮説 (布野中学校)

探究的な学習の充実に向け，PBL(プロジェクト型学習)の考え方を参考

に，評価の在り方を研究して指導にいかせば，生徒が主体的な学びの力
を深め自らの成長を実感し，主体性を高めることができるであろう。
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（3）取組について【探究的な学習の充実に向けての取組】

生徒による学習の計画・修正 資質・能力との関連 評価方法



研究の方向性
令和３年度第２回探究的な

学習の在り方に関する研究推
進地域連絡協議会 提出資料
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PBLについて学び，考える

布野中学校区が育成を目指す
資質・能力について考える

児童生徒の実態の分析
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（3）取組について【小中連携の取組】



育成を目指す資質・能力 定義

コミュニ
ケーショ
ン能力

伝える力
相手の伝えたいことを聞くことができる。また，課題

を解決するうえで必要となる知識をもとにした自分の考
えを，根拠をもって伝えることができる。

学びの広がり
自分と他者の意見をつなげて考えたり，お互いの意見

を調整したりすることができる。

主体性
自分の良さや弱点を明らかにして，何を伸ばし，何を

克服するのか判断し，見通しを立てて計画的に取り組も
うとしている。

自らへの自信
探究的な課題に協働的に取り組む中で，自己の特性に

気付き，自分が社会にどのように関わっていきたいのか
を考えようとしている。
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（3）取組について【資質・能力の評価】



布野中学校区
オリジナルカリキュラム
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[ ルーブリック ] A B C

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

伝
え
る
力

聞く

自分の意見と比較しながら，相
手の考えの背景に込められた思い
を想像して聞くことができる。

自分の意見と比較しながら，相手

の考えを聞くことができる。

相手の考えを聞くことができる。

伝える

課題を解決するうえで必要とな
る知識をもとにした自分の考えを，
根拠をもって，相手に合わせた表
現方法で伝えることができる。

課題を解決するうえで必要となる

知識をもとにした自分の考えを，根
拠をもって伝えることができる。

課題を解決するうえで必要とな

る知識をもとにした自分の考えを
伝えることができる。

学びの広がり

話し合いを通して，考えを発

展・進化させ，合意点を見出すこ
とができる。

話し合いを通して，自分の考えを

見直したり，新たな視点をもったり
することができる。

他者の考えを聞いて，自分の考

えに活かすことができる。

主体性

自分が取り組むべきことを明ら

かにし，必要に応じて活動計画を
見直して，修正を加えながら取り

組みを進めようとしている。

自分が取り組むべきことを明らか

にし，見通しを持って取り組みを進
めようとしている。

自分に与えられた指示を果たそ

うとしている。

自らへの自信

課題に協働的に取り組む中で気

付いた自分の特性から自らの生き
方を考えようとしている。

課題に協働的に取り組む中で気付

いた自分の特性を，どのように社会
で生かすことができるのかを考えよ

うとしている。

課題に協働的に取り組む中で気

付いた自分の特性を，どのような
場面で生かすことができるのかを

考えようとしている。
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布野っ子
夢人タイム
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2 PBL１取組と現状 3 単元開発と実践 4 成果と課題

9年間を見据えた
一貫した学び

1・2年

探究的な学習の素地

5・6年

プロジェクト型学習へ
移行

3・4年

探究的な学習へ移行

中学校

プロジェクト型学習

生活科
総合的な学習の時間を

中心として



布野っ子
夢人タイム
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初期
小１

前期
小３

中期
小６

後期
中２



1年 生活科「なつだ あそぼう」

シャボン玉遊び

身近なものでできないかな？ さらに改良できないかな？

2年生に楽しんでもらおう！

子どもの思考に沿った
単元計画

興味をもたせる導入

新たな視点 さらに新たな視点

やりきった達成感
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3年 総合的な学習の時間「めざせアスパラけんきゅうはかせ」

体験をもとにした課題設定

様々な方法を考え情報の収集 目的に合わせた学習内容の整理・分析

まとめ・表現

探究的に学ぶ
プロセス

ふりかえり

家族に学ぶ

地域に学ぶ

体験から学ぶ

友だちと学ぶ

問いにつながる導入

報告文

ポスター

クイズ
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６年 総合的な学習の時間「銀山街道調査探検隊」

銀山街道の魅力を多くの人に伝えてほしい。

地域の方からの依頼

プロジェクト開始

布野小フェスタで中間発表

探究が探究を生む
プロジェクト型学習

さらなる探究へ・・・

道の駅布野支配人

学習の成果をPPに フィールドワークゲストティーチャー

保護者からのフィードバック
ふりかえり

不足している点を更に調査

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等



ふりかえりの内容（小学3年生）の抜粋

コミュニケーション能力

○めあてを意しきしながら，はんで話し合って，しっかりとまとめることができるようになった。

○自分たちが調べたことをポスターやほうこく文などにまとめられるようになった。

○写真などをつかってわかりやすくプレゼンテーションをする力がついた。

主体性

○先生に言われなくても，自分たちで親や給食の先生などに声をかけたりアンケートをとったり

して，みんなできょう力して，することを決めて取り組もうとがんばった。

自らへの自信

○アスパラガスを育ててみて，はじめて知ったことや大変さがよくわかった。

○これからも，見つけたなぞについて調べていきたい。

○もっとアスパラガスを育てて，おいしい育て方を知りたい。
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⑦単元の
振り返り

⑥第３回試
食会

よりよい商
品を目指し
更なる改善

④ 第１回試食会① 事前調査(道の駅)

地域(道の駅)からの声：
布野の特産品を使って，地域を活性
化する商品を一緒につくろう！

改善計画
の立案

③ピザの企画

⑤商品化決定！
文化祭で宣伝‼

② 職場体験学習

④ 第２回試食会
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主体性
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検証方法
指標 達成目標 検証時期 検証方法

自分で課題を立てて情報を集
めて整理して，調べたことを発
表するなどの学習活動に取り組
んでいる。

肯定的評価
90％以上

８月
全国学力・学習状況調査

児童生徒質問紙

学力調査の結果
正答率が全
国・三次市の
平均以上

８月 全国学力・学習状況調査

１月 三次市学力到達度検査

資質・能力の自己評価
肯定的評価
90％以上

５月[小１～６年]

11月[中３年]

１月[中２・３年]

総合質問紙

i-check

７月
12月

布野中学校区独自のアン
ケート

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等



指標 ：自分で課題を立てて情報を集めて整理して，調べたことを
発表するなどの学習活動に取り組んでいる。

達成目標：肯定的評価90％以上

全国学力・学習状況調査
児童生徒質問紙 質問番号

肯定的回答

令和３年度 令和４年度 令和５年度

布野小学校
(全国平均)

(39) 総合的な学習の時間では，自分
で課題を立てて情報を集め整理して，
調べたことを発表するなどの学習活
動に取り組んでいる。

80.0％
（73％）

布野中学校
(全国平均)

(39) 総合的な学習の時間では，自分
で課題を立てて情報を集め整理して，
調べたことを発表するなどの学習活
動に取り組んでいますか。

76.9％
(70.2％)

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等



指標 ：学力調査の結果

達成目標：正答率が全国・三次市の平均以上

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

は目標を
達成したもの。

小国語 小 算数 中国語 中数学

布野 67 75 63 57

三次市 67 69 65 53

全国 64.7 70.2 64.6 57.2

突出した成果
短答式問題 領域：数と計算 記述式問題 領域：関数

突出した課題
記述式問題 領域：変化と関係 選択式問題 領域：図形

+16.1pt

-20.2pt

+21.9pt

-9.2pt

+17.1pt

-15.2pt

+12.8pt

-12.9pt



総合質問紙(i-check)

の項目
布野中学校区が

育成を目指す資質・能力

発信力 コミュニケーション能力

充実感と
向上心

主体性

成功体験と自信 自らへの自信

総合質問紙 i-check
指標 ：資質・能力の自己評価

達成目標：肯定的評価90％以上

対応

対応

対応
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総合質問紙 i-check
指標 ：資質・能力の自己評価

達成目標：肯定的評価90％以上
※（ ）は全国平均 は目標を達成したもの

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

対応する育成を
目指す資質・能力

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

5月実施 1月実施 11月実施

コミュニケー
ション能力

80.0％
(80.0％)

73.0％
(78.0％)

82.5％
(70.0％)

67.5％
(67.5％)

75.0％
(65.0％)

75.0％
(65.0％)

72.5％
(62.5％)

65.0％
(62.5％)

72.5％
(62.5％)

主体性 85.0％
(87.5％)

95.0％
(88.0％)

97.5％
(87.5％)

85.0％
(87.5％)

90.0％
(87.5％)

87.5％
(85.0％)

80.0％
(85.0％)

82.5％
(82.5％)

85.0％
(80.0％)

自らへの自信 88.0％
(82.5％)

85.0％
(80.0％)

92.5％
(77.5％)

82.5％
(80.0％)

87.5％
(77.5％)

87.5％
(77.5％)

77.5％
(77.5％)

70.0％
(75.0％)

80.0％
(75.0％)



布野中学校区
独自のアンケート

指標 ：資質・能力の自己評価

達成目標：肯定的評価90％以上

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

質問内容
対応する育成を
目指す資質・能力

実施
時期 中１ 中２ 中３

交流活動を行ったり，調べた
ことを基に考えたりすることを
通して，知識が広がったり，深
まったりしています。 等

コミュニケー
ション能力

7月
↓

12月

87.5％
↓

96.4％

80.0％
↓

100.0％

92.3％
↓

100.0％
課題に取り組んで，うまくい

かなかったときは，自分でどの
ように工夫すれば良いかを考え
て，再挑戦しています。 等

主体性
7月
↓

12月

75.0％
↓

71.4％

65.0％
↓

100.0％

90.4％
↓

97.9％
学んだことや自分の好きなこ

と，特技をふまえて，自分の進
路や将来の仕事について考えて
います。 等

自らへの自信
7月
↓

12月

66.7％
↓

71.4％

60.0％
↓

95.0％

84.6％
↓

97.9％

は目標
を達成したもの
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コミュニケー
ション能力

主体性

自らへの自信
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2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

（1）成果

①小中学校の教員が，児童生徒の資質・能力を高めると
いう共通の目標をもち，PBL(プロジェクト型学習)への
理解を深めながら研究を進めている。

②布野中学校区が育成を目指す資質・能力を明確にして，
評価するためのルーブリックを作成した。

③教員が「失敗を恐れず，
挑戦してみる」という意
識で実践を行っている。
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（2）課題

※令和３年度第1回研究推進地
域連絡協議会資料より

①「知識及び技能」に対応する資質・能力が設定できて
いない。

②検証結果から，到達目標に至っていない。

③ルーブリックの妥当性の検証と，
ルーブリックを活用した評価と
その活用についての研究
が不十分である。



2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

（3）今後の改善方策等

①「知識及び技能」に対応する資質・能力が設定できて
いない。
→ 対応する資質・能力を新たに設定する。

②検証結果から，到達目標に至っていない。
→ 分析を進め，仮説を立てながら対策を行っていく。

③ルーブリックの妥当性の検証と，ルーブリックを活用
した評価とその活用についての研究が不十分である。
→ 実践と検証を継続。より良いものに修正していく。



研究テーマ

対話 を通して主体的な学びを深める授業の在り方

－総合的な学習の時間における
評価の在り方に関する研究を通して－

2 研究の概要１指導上の課題 3 実践事例 4 成果と課題等

（3）今後の改善方策等

より対話的な学びを深められるように，能動的な聴
き手を育てる。



ご清聴ありがとうございました。


